甲山周辺の地質及び地形
　2011.5.12＆30
坪田
0 六甲山系の成立ち

六甲山系は地下深くできたマグマが徐々に冷えて固まった花崗岩よりなる。100万年前はなだらかな平原であったが、東西方向からの圧力が強くなり、活断層の運動による隆起で作られた山地である。（逆に沈降したのは大阪湾）
山頂部：準平原、五助橋断層による上昇部

中間部：奥池面、芦屋断層による上昇部　標高約500ｍ
　　　　北山面、甲陽断層による上層部　標高約200ｍ

山麓部：上ヶ原面、　西宮断層、標高約70ｍ　
1 仁川

六甲山最高峰の東にある石の宝殿付近を源とし、東六甲ドライブウエイに沿って流れ、甲山の裾野の広河原を経て、仁川渓谷を最後に山間部から離れて、流れの緩やかな平野部に入り、武庫川に合流するまで全長9.3kmの２級河川である。山間部が2/3、平野部が1/3で、六甲山の標高が931ｍであるので、その勾配は10％に達するほど急峻である。
天井川、水無川、暴れ川、百間樋
2 百合野橋

橋のたもとで左右の道路を見通そう。それぞれ坂となり、段丘へと続く。この二つの高い部分が昔の川岸といわれる。
上が原面、松並木、甲陽断層

3 旧阪急仁川植物園

宝塚市街地と山麓部との境が東側に直線状に伸びているのが見える。有馬―高槻構造線と言われる。船坂近辺から武庫川に合流するまで流れる太多田川は六甲断層のところを削って流れ、蓬莱峡、座頭谷などの地形を作る。太多田川の右岸は花崗岩、左岸は有馬層群の流紋岩質溶結凝灰岩である。黒沢明：隠し砦の三悪人のロケ地
4 大阪層群の露頭

大阪層群は主に砂と礫とから成り、その間に粘土層が挟まっている。（礫：＞2ｍｍ、砂：2ｍｍ～1/16ｍｍ、泥：1/16～1/256ｍｍ）。
約２００万年以降の地質時代を第四紀といい、この時代は氷河期とも言われ、氷期と間氷期が繰り返した。氷期には海面が低下(海退)し、間氷期には海面が上昇(海進)した。仁川の大阪層群はこの時にできたもので花崗岩の礫の上に、大阪層群が乗っている。

5 甲山安山岩と大阪層群の礫層
西宮市自然の家に花崗岩と甲山安山岩がくっついた岩石が展示されている。1200万年前に花崗岩を突き破って噴火したもの。山道に入ると見なれた花崗岩に交じって黒っぽい堅い岩石(甲山安山岩、斜方輝石安山岩))が見られる。その後の長年にわたる風化と侵食によって、どんどん削り取られ、ついには地下にあった火道（マグマの通り道）あたりが現在の甲山として残った。山の形は典型的な釣鐘状であることからトロイデ型（釣鐘型）火山とされていた。火山というのは噴火によってできたものをいい、甲山は噴火より後の時代に削られて今の形になったもので、いくら火山岩で出来ていても火山と呼ばない。
掘り込まれた登山道の両側に、黒や白や赤の小石がぎっしりつまった大阪層群の地層が現れる。この小石はチャート呼ばれ、およそ150万年前の川原の石である。

甲山山頂：２等三角点

6 花崗岩の露頭
野仏のある尾根道を歩いて行くと６２番の石仏あたりに大きな花崗岩の露頭したところに出る。上部が割れているが、四角いくさび型の割れ目（矢穴）が見えることから採石しようとした名残だ。　岩石をよく見ると粒の細かい岩石が帯状につながった半花崗岩（アプライト）が見られる。これはマグマが冷えて固まった後にマグマが入った（貫入）したもので、岩脈と呼ばれ、地下でつながっている。

ここの展望は素晴らしい。西側は芦屋断層で隆起したゴロゴロ岳、北側に六甲山系、東南側には阪神間が広がる。ここから見る神呪寺の眺めは見事だ。

7 甲山刻印群

展望台周辺は甲山刻印群の中の一つである。この辺りは肥前鍋島藩が担当していたようで、刻印された矢穴がある岩が残っている。整形され運び出す寸前の状態の岩石もある。

8 上が原用水と分水樋
仁川渓谷の大井滝から竹製の樋や溝を800ｍ掘り、1653年完成した。竹製であるので破損しやすく、恒久的に使用可能なトンネル化に着手した。絶壁という悪条件の中38年の歳月をかけ、1802年上が原用水が完成した。これが現在、地すべり資料館から関学の裏を通り、そのままの形で残っている。
この水の分割は上が原新田（110ｃｍ）、門戸（17ｃｍ）、神呪（20ｃｍ）に分配され、そのための分水樋が残っている。
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d.六甲山の成り立ち





.仁川案内図





c.六甲地質





b.西宮古地図





a.甲山の成り立ち
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